
広
島
県
告
示
第
九
百
十
号 

 
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ

っ
て
、
事
業
の
認
定
を
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
六
日 

広
島
県
知
事  

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

一 

起
業
者
の
名
称 

 
 

福
山
市 

二 

事
業
の
種
類 

 
 

福
山
夜
間
成
人
診
療
所
駐
車
場
拡
張
工
事 

三 

起
業
地 

 

１ 

収
用
の
部
分 

 
 
 

広
島
県
福
山
市
三
吉
町
南
二
丁
目
地
内 

 

２ 

使
用
の
部
分 

 
 
 

な
し 

四 

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由 

１ 

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

福
山
夜
間
成
人
診
療
所
（
以
下
「
本
診
療
所
」
と
い
う
。
）
は
、
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
病
院

で
あ
り
、
福
山
夜
間
成
人
診
療
所
駐
車
場
拡
張
工
事
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
福
山
夜

間
成
人
診
療
所
条
例
（
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日
条
例
第
六
十
三
号
）
に
基
づ
く
病
院
事
業
の
用

に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
法
第
三
条
第
二
十
四
号
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
法

第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

２ 

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
福
山
市
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
り
、
本
件
事
業
に
係
る
財
源
措
置
を
講

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
、
法
第
二

十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

３ 

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

㈠ 

本
件
事
業
は
、
福
山
市
が
、
福
山
市
三
吉
町
南
二
丁
目
地
内
に
お
い
て
、
本
診
療
所
の
専
用
駐
車

場
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。 

本
診
療
所
は
、
福
山
市
、
府
中
市
及
び
神
石
高
原
町
か
ら
な
る
二
次
医
療
圏
で
あ
る
福
山
・
府
中
圏

域
（
以
下
「
当
圏
域
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
二
次
救
急
医
療
機
関
受
診
者
の
八
割
以
上
を
占
め
る

軽
症
患
者
の
受
診
を
抑
制
し
、
当
圏
域
の
救
急
医
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、
平
成
二
十
五
年
五
月

二
十
七
日
に
開
所
さ
れ
、
成
人
を
対
象
と
し
た
夜
間
の
初
期
救
急
医
療
を
担
っ
て
い
る
。
本
診
療
所
の

開
所
以
来
、
受
診
者
は
徐
々
に
増
え
て
お
り
、
初
期
救
急
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ

る
。 本

診
療
所
の
所
在
地
は
、
夜
間
に
お
け
る
初
期
救
急
医
療
体
制
の
拠
点
と
し
て
市
民
の
認
知
を
高
め

る
た
め
、
年
間
約
一
万
四
千
人
が
受
診
す
る
福
山
夜
間
小
児
診
療
所
（
平
成
十
二
年
開
設
）
の
隣
と
す



る
こ
と
に
よ
り
利
用
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
が
、
診
療
時
間
中
に
受
診
者
が
利
用
可
能
な
公
共
交
通
機

関
は
、
福
山
駅
と
福
山
市
東
部
を
結
び
国
道
二
号
線
を
経
由
す
る
路
線
バ
ス
の
み
で
あ
る
。
当
該
路
線

は
便
数
が
少
な
い
上
に
、
福
山
駅
方
面
か
ら
は
二
十
時
台
、
東
部
方
面
か
ら
は
二
十
一
時
台
が
最
終
便

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
受
診
者
の
九
割
以
上
が
、
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
本
診
療
所
の
専
用
駐
車
場
は
、
建
物
敷
地
内
に
身
障
者
用
駐
車
場
一
台
を
整
備
し

て
い
る
の
み
で
あ
り
、
受
診
者
は
隣
接
す
る
福
山
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

」
と
い
う
。
）
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
い
る
。
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
か
ら
本
診
療
所
ま
で
の

距
離
は
約
二
百
メ
ー
ト
ル
と
離
れ
て
お
り
、
受
診
者
に
体
力
的
な
負
担
を
強
い
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
か
ら
本
診
療
所
へ
は
、
市
道
三
吉
三
十
一
号
線
若
し
く
は

市
道
三
吉
十
七
号
線
を
経
由
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
の
市
道
も
歩
道
の
設
置
が
な
く
、
幅
員
は

四
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
メ
ー
ト
ル
と
狭
く
、
診
療
時
間
帯
が
夜
間
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
受
診
者
が
事
故
の

危
険
性
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
体
調
不
良
を
訴
え
る
一
般
の
受
診
者
が
、
や
む
を
得
ず
建
物
敷
地
内
の
身
障
者
用
駐
車
場
を

利
用
し
、
身
体
障
害
者
に
対
応
で
き
な
い
状
況
も
生
じ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
本
件
事
業
を
計
画
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
事
業
は
、
本
診
療

所
か
ら
市
道
三
吉
三
十
一
号
線
を
挟
ん
だ
場
所
に
、
専
用
駐
車
場
七
台
分
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

本
件
事
業
が
完
成
す
れ
ば
、
本
診
療
所
の
専
用
駐
車
場
が
近
く
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
受
診
者

の
移
動
距
離
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
。
駐
車
場
か
ら
の
移
動
距
離
の
短
縮
に
よ
り
、
受
診
者
の
体
力
的

な
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
、
交
通
安
全
面
で
の
問
題
も
解
消
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
一
般
の
受

診
者
が
、
や
む
を
得
ず
身
障
者
用
駐
車
場
の
利
用
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
解
消
で
き
、
本
来
の
設

置
目
的
に
沿
っ
た
利
用
が
可
能
と
な
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。 

他
方
、
本
件
事
業
の
起
業
地
内
の
土
地
に
は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
二
百
十
四
号

）
に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
つ
い
て
、
起
業
者
が
保
護
の
た
め
特
別
な
措
置
を
講
ず
べ
き

文
化
財
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法

律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
に
基
づ
く
動
植
物
に
つ
い
て
、
起
業
者
が
「
広
島
県
の
絶
滅
の
お

そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
」
を
基
に
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
そ
れ
ら
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
失
わ
れ
る
利
益
は
小
さ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本
件
事
業

の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

㈡ 

ま
た
、
本
件
事
業
の
位
置
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
診
療
所
南
西
案
（
以
下
「
申
請
案
」
と
い
う
。

）
の
ほ
か
、
診
療
所
南
案
及
び
診
療
所
南
東
案
の
三
案
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
申
請
案
と
他
の

二
案
を
比
較
す
る
と
、
事
業
費
が
最
も
廉
価
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
社
会
的
、
技
術
的
及
び
経
済

的
な
面
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
申
請
案
が
最
も
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
。 

㈢ 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 



 
４ 

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

㈠ 
３
㈠
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
診
療
所
の
専
用
駐
車
場
が
近
く
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
は
、
受
診
者
の

体
力
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
、
交
通
安
全
面
で
の
問
題
も
解
消
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、

一
般
の
受
診
者
が
身
障
者
用
駐
車
場
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
解
消
さ
れ
、
当
圏
域
の
救
急

医
療
体
制
の
維
持
を
目
的
と
し
た
本
診
療
所
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

㈡ 

起
業
地
は
、
本
件
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
最
小
限
の
範
囲
で
あ
る
。 

㈢ 

本
件
事
業
の
起
業
地
内
に
一
時
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用
の
手
段
に
は
な

じ
ま
な
い
の
で
、
本
件
事
業
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
起
業
地
全
体
に
収
用
の
手
段
を
講
じ
る

こ
と
が
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
。 

㈣ 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
法
第
二

十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

５ 

結
論 

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

五 

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

 
 

福
山
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
福
山
市
保
健
福
祉
局
保
健
部
総
務
課
） 

 


